




2008 年 9 月～ 2017 年 7 月の総括を中心に
外　山　晴　子
I. はじめに
　2008 年 9 月より 2017 年 7 月まで、成城大学（東京）に於いて日本語 B（秋学
期 9 月 −1 月）及び日本語 A（春学期 4 月 −7 月）を週 4 コマ（90 分 ×4）担当さ
せていただく機会に恵まれた。2008 年 9 月以前、日本語は非正規科目で外部の
語学系専門学校に委託されていたが、2008 年 9 月を機に正規科目としての位置
付けとなり単位化、シラバスにも明記され、まず 1 クラスでの開講となった。管
轄としては 2012 年までは教務課の下にあった。その後 2014 年 4 月より中・上
級の 2 クラス編成となり、年月を経て徐々に整備されてきた。正規科目化した
2008 年 9 月からこの 9 年間の総括、そして外国語としての日本語像について、
特に OPI の視点から考察を試みたい。




ラスブール大学、ベルギーのルーヴァン・カトリック大学から各 1 名ずつ計 7 名
の参加で、内分けはストラスブール大学の留学生のみ大学院生、それ以外は学部
生で、このように大学院生が毎年数名混ざる傾向は 2015 年頃まで続いた。
　協定校の広がりについては、2008 年度 9 月以降、2010 年ドイツよりフリー
ドリヒ・アレクサンダー・ニュルンベルク・エアランゲン大学、2011 年オース
トラリアのニューカッスル大学、2013 年ウィスコンシン大学オシュコシュ校、






オブザベーションされた機会もあった。主なものとして、2010 年 12 月に米国バ
デュー大学より畑佐一味先生、そして 2013 年 5 月にカリフォルニア州立大学フ
ラトン校の柴田節枝先生のご来訪があり、実際の授業の様子を教室にて約 1 時間








年 9 月から 2017 年 7 月までの計約 85 名の修了者のうち、留学生個人またはご家
族の経済上の理由、その他の個人的事情によりコース途中で帰国してしまった学
生が 5 名ほど出てしまったことは、残念なことであった。
　9 年間はどの年も特別なものとして心に刻まれているが、中でも 2010 年度～
































来日以前の学習歴を記入してもらう Student Data Form と大まかな実力判定を目







能力については来日後の 9 月開講前に ACTFL-OPI (1) の方式で判定し、筆記試験
と合わせて総合的に実力を把握する一助とした。OPI のそれぞれは、Oral （話す







1 回 50 分程度を週 6 時間程度とする、大学での 1 年目（1st year Japanese) が体系
的に整っているアメリカの大学をモデルとした。成城大学では 90 分を 4 コマで、





















　北米の大学での初級日本語（いわゆる 1st. year Japanese) は集中的なプログラム
で週 9 時間、平均的には週 5 ～ 6 時間で 1 回 50 分、科目によって長くても 75 分
程度であるので、日本の大学の 1 コマ 90 分というのは留学生にとってはかなり
長く感じるはずである。そこで成城では 1 限と 2 限である 9 時から 12 時までの













































































では初めの第 1 章から 4 章は初級レベルの復習が網羅されている。従って、全員
が充分に中級レベルであると判断した場合は第 5 章から、基礎を固めつつ進め
る場合は第 1 章からの使用とした。Martin Cortazzi と Lixian Jin の研究によると、
語学テキストは大きく分けて Source culture 、Target culture 、International target 


































出来るかどうかの ‘ 踏み絵 ’ のようなものであろう。プリンストン大学の牧野成
一先生は、毎年ご指導される OPI 講習会において、インタビューに於けるテスター
による発話抽出の極めて大切なスキルの一つとして、被験者の発話を ‘ 待つ ’ こ
との重要性を説かれている。私が何年間も教材としての『それから』に固執した




が好き ’ と心酔し、その後の『門』のみならず、後期 3 部作と言われる『彼岸過迄』
『行人』『こころ』まで読破しようと挑戦する学生がいた反面、そのミステリアス
ともいえる、一見わからない終わり方に唖然とする学生もおり、‘ これは一体何



































ある。代助と三千代のシーンの沈黙を支えている中心的行為は ‘ 待つ ’ ことであ
るが、「待つ」を情緒ある心情動詞と見なすと漱石の文学はより深く理解できる
のではないか。この動詞を分解してみる。‘ 駅で友達を待つ ’ とは言える。だが
他動詞ならば、‘料理を作っておく ’‘辞書で調べておく ’のように ‘～～ておく ’（エ
レノア・ジョーデン先生の Beginning Japanese での説明を拝借すれば do things in 

















































































































共感の感覚を持てるかどうかにも関わると実感している。日本語で ‘ くれる ’ の
ニュアンスを表すためには、不自然な英語であるが、Someone did something for 










セメスター制の二学期目に登場する。そこで OPI を応用するならば、その 3 つ

























出来事を共有した特定の人に、‘ この間は～ ’ が適用される。さらにその過去の
ある一点から経ている時間がものすごく長い場合も多く ‘ この間 ’ どころか、何ヶ
月か前はもちろん、時には何十年か前のことであっても、遡って決して忘れず、「あ
の時はどうもありがとうございました。（お世話になりました）」などと挨拶する


























容が既習教材の中身を反映したものになるため、少々 ‘ 内輪的に ’ 楽しむことに
なってしまうところが弱点だが、セリフ等の完全暗記を通して流暢にセリフが言
えるようになるまで練習するので、contents based の教材のアウトプットとして
は効果があり (7)、学習した語彙や表現もかなり定着する。イエール大学では 5 名








　ランゲージテーブルの方は、近いものは初年度の 2008 年秋から 2011 年夏まで
試みた。これも米国の大学で経験したことに近いことをしようと計画したことだ。

















毎週小さく開催されていたこのランゲージテーブルの試みは 2011 年 7 月を最後
に消滅した。
　クラス編成は 2008 年 9 月から 2014 年 3 月まで 1 クラス、その後 2014 年 4 月
から 2017 年夏まで 2 クラスで来たが、協定校のカリキュラムとのスムーズな連














振り分けが半分ずつでるのが理想で 80 対 20 が限度であると言われている。これ















語学学習から得られる意義は大きい。私はやはり学習者 1 人 1 人の個人化された
動機と彼らを惹き付けている文化を尊重したいのである。外国語学習は自己形成、











(1) ACTFL は The American Council on the Teaching of Foreign Languages （アメリカ外国語
教育学会）の略称で、1967 年に設立された。OPI では　Superior（超級）Advanced（上
級）Intermediate（中級）Novice（初級）のレベルが設けられており、初級、中級、上
級の各級では更に下位レベルとして High（上）、Mid（中）、Low（下）の 3 つに分け
られている。 あらかじめ決められた範囲の中で学習したことを試される、いわゆる 
Achievement Test （学習効果をみるテスト）ではなく、日本語を使って何が出来るか、




中島和子）p.8-9, また 2 つのテストの違いについては p.15 をご参照されたい。
(2)	 Cortazzi, M., and Lixian J., Cultural Mirrors:  Material and Methods in the EFL Classroom, 
In Hinkel, E (Ed)., Culture in Second Languages Teaching and Learning, p.204.







(5) 2017 年 8 月 2 日の牧野成一先生のご講演「OPI の過去・現在・未来 —— 日本語
OPI 研究会の歩みとともに ——」（於：成蹊大学）にて、牧野先生ご自身が最新のテ
スター事情について説明して下さったことから、この情報を得た。
(6)	 この授受動詞（特に ‘ くれる ’）の導入順序に関して、2017 年 8 月 2 日の牧野成一




(7)	 Content-based を語学学習に取り入れることの有効性に関しては、Brinton, D.M.,Snow, 
M.A.,and Wesche, M.B (1989). Content-based second language instruction. New York: 
Newbury House の文献をご参照されたい。
(8)	 Ricoeur の There is no self-understanding without understanding that the self is formed 
through symbols and language including those of another culture with which one engages. の
箇所を本稿で外山が日本語に訳したものである。Ricoeur の言語と自己形成の理論に
関しては、From Text to Action trans. Kathleen Blamey and John B. Thompson (Evanston: 
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